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Ⅰ　はじめに
　かつて高齢者は「社会的弱者」、「医療・保
健・福祉の対象」というイメージであったが、
高齢社会の進行により近年多くの「元気高齢
者」という存在を生み出している。「元気高齢
者」には、同世代や他の世代を支えていくと
いう社会的役割を持ちながら、社会参加を通
して今までの知識と経験を活かして地域コ
ミュニティづくりの担い手となることが期待
されている。高野和良は、高齢者の社会参加
の意義を「個人の視点」と「社会の視点」か
らとらえ、前者は「就業、趣味、スポーツ活
動、学習活動、地域活動、ボランティア活動
などに参加することで、他人とふれあう機会
が生まれ、生きがいや健康を維持することに
つながる」とし、後者は「高齢期に生きがい
や健康の維持が可能な社会に生きているとい
う事実が、あらゆる世代に社会への信頼感と
安心感をもたらし、結果として社会生活の安
定と社会秩序の維持が図られることになる
1）
」
と述べている。このような視点から、今日の
「元気高齢者」が生きがいを持って、社会参
加できるためには健康で充実した生活を維持
する方策が不可欠になる。
　現在、新潟市中央区では、「元気高齢者」に
対して「老人憩いの家」を活用した生きがい
対策推進事業等を実施しているが、年齢、性
別、職業歴、居住地などにおける個人差や
様々なライフスタイルがあるため、利用者は
限定されており十分に浸透していない状況で
ある。本研究では、「老人憩いの家
2）
」に関する
調査研究が乏しい状況の中で、「高齢者実態調
査（老人憩いの家利用者調査）
3）
」新潟市中央
区健康福祉課（2010年）のデータをもとに、
実際に新潟市中央区内の「老人憩いの家」を
利用している高齢者の利用状況及び生きがい
等を把握・分析し、「元気高齢者」の生きがい
と社会参加との相互関連性や新たな生きがい
推進施策を検討するとともに、「元気高齢者」
による地域コミュニティの活性化に向けた方
向性を検討することが目的である。
Ⅱ　調査概要及び調査方法
　本調査は、新潟市にある31カ所（中央区の
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施設を含む）の「老人憩いの家」の中から、
新潟市中央区にある６カ所の施設利用者を対
象に生きがいや地域生活状況等を明らかにす
るために、実施したものである。調査対象は、
新潟市中央区にある「老人憩いの家」
4）
を利用
する65歳以上の高齢者であった。調査票の内
容は「現在の日常生活状況及び生きがい」つ
いて５項目、「老人憩いの家利用状況」ついて
６項目である。調査票は無記名回答とし、個
人や施設が特定できないようにした。なお、
調査票の配布、回収は新潟市中央区健康福祉
課が担当した。その際対象者には調査の趣
旨、研究グループは集計と分析に必要な調査
データのみを扱うこと、個人情報及び調査結
果は研究目的以外には使用しないことを書面
及び口頭で説明し、調査協力への同意を得た。
データの分析には統計分析ソフトSPSS17.0を
使用し、クロス集計した。調査期間は2009年
８月18日から８月31日、有効回収246件である。
Ⅲ　―「老人憩いの家」利用者調査結果―
１．調査対象者の属性
　調査対象者の属性のうち、性別は男性58.0％、
女性42.0％であった。年齢別では、70歳代が最
も多く約５割近くを占めており、次に80歳代
（26.0％）、60歳代（23.1％）、90歳代（2.4％）
であった
5）
。他の年齢層に比べて70歳代の「老
人憩いの家」の利用率が高かった。
　同居家族は、全体の約４割が配偶者と同居
していた。配偶者以外の同居者は既婚・未婚
の子供が多く、全体の８割以上が何らかの形
で家族・親族等と同居していた。一方で、「本
人のみ」の単身世帯が全体の約２割を占めて
いた。現在の居住地は中央区（85.1％）が中心
であった。他の区に居住地がある人は少ない
が、全体の約１割程度が東区に住まいがある
ことから、施設の設備や自宅からの距離など
によっては隣区の施設を利用する可能性があ
ると考えられた。
２．日常生活状況及び生きがい
　現在の健康状態について、「普通」が全体の
44.4％と最も多く、「良い」22.0％、「とても良
い」10.0％を合わせると全体の３割程度は健康
状態が良いと答えていた。一方で、「あまりよ
くない」19.9％、「良くない」3.7％と全体の約
２割強が健康状態が良くないと答えた。
　日常生活における心配ごとや悩み等の相談
相手については、「家族・親族」63.2％が最も
多く、家族以外の相談相手としては、「友人」
16.4％が多かった。その半面、困った時に「相
談する相手がいない」が6.1％となっており、
「近所の人」、「民生委員」、「行政機関の窓
口」は全体の１割を下回っていた（図１）。こ
のような状況から、地域生活の中でこれらの
資源を有効に活用し、身近なところで心配ご
とや悩みを解決または軽減できるようにする
ことが課題としてあげられる。
　不安に思っていることは、自分と家族の健
康や病気に関することが中心で、「自分の健康
や病気」39.9％、「家族の健康や病気」18.9％
を合わせると全体の５割を上回っていた。次
に「自然災害」16.1％、「収入」13.1％、「生き
がい」4.9％、「犯罪」3.8％、「就労」1.1％、
「その他」2.2％となっており、収入といった
経済的な不安や生きがいは低い要因であった。
　近所付き合いに関して、54.8％が「あいさつ
を交わす程度」であり、「常に訪問し合う人が
図１　心配ごとや悩みの相談相手（複数回答）
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いる」18.9％、「困った時に気軽に相談できる
人がいる」13.8％、「付き合いがない」9.2％、
「その他」3.2％となっている。全体の約３割
は住民同士で訪問し合ったり、困った時に相
談するなど何らかの形で近隣住民と関わりを
持ちながら生活していることを示している。
　現在の生きがいは、「友人との交流」39.5％
と「趣味のサークル活動」36.9％が中心となっ
ていた。まず男女別では、男性の１位は「趣
味のサークル活動」、２位は「友人との交流」、
女性は１位が「友人との交流」で２位が「趣
味のサークル活動」と、男女で１位と２位が
入れ替わっているものの、男女共通であった。
上記２項目以外には「家族との団らん」、「高
齢者（65歳以上）世代との交流」が高い割合
を占めていた。一方それ以外の項目は男女と
もに非常に低かった。特に、「高齢者（65歳以
上）世代との交流」25.1％に対し、「若い世代
との交流」2.6％とその差が大きくなっている
ことから、同世代と比べて異世代との交流は
極めて少ないと推測できる（図２）。
　年齢別にみると、年齢が高くなるほど「学
習活動」、「就労」の比率は下がり、「近所の
人々との交流」、「高齢者（65歳以上）世代と
の交流」、「家族との団らん」等の比率が高く
なっている（図３）。また上位３項目をみる
と、年齢層によって違いがはっきり出ている
のが特徴である。まず60歳代は「就労」に対
する強い意欲を持っていたが、「若い世代との
交流」は非常に低かった。70歳代は逆に「若
い世代との交流」が最も多く、次に「自分が
持っている知識や技術を活かした活動」と
なっていた。80歳代と90歳代は傾向が類似し
ており、上位を占めているのは「近所の人々
図２　生きがい・男女別（複数回答）
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図３　生きがい・年齢別（複数回答）
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との交流」や「高齢者（65歳以上）世代との
交流」であった（表１）。
３．「老人憩いの家」利用状況
　「老人憩いの家」の利用頻度は、「ほとんど
毎日」45.8％、「週２～３回くらい」38.1％と
なっており、週に２日以上利用している人が
全体の約８割を占めている。また利用頻度が
最も少なかったのは「２～３カ月に１回くら
い」0.4％であった（図４）。 
　利用目的は、男女ともに「お風呂に入る」
71.6％（男38.4％・女33.2％）が最も多く、次
いで男性は「趣味・娯楽」22.7％、女性は「友
達と話す」18.3％であった。それ以外の項目
は、男女ともに全体の１割以下であった（図
５）。
　自宅から施設までの移動手段は、「自転車」
39.4％と「徒歩」34.5％が中心となっており、
車や公共交通機関等を使わず、経済的負担を
伴わずに自宅から自力で通える手段で移動し
図４　「老人憩いの家」利用頻度（男女別）
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表１　生きがいの上位３項目（年齢別）
年代 1 2 3
60歳代 就労 学習活動 ボランティア活動
70歳代 若い世代との交流 自分が持っている知識や技術を活かした活動 趣味のサークル活動
80歳代 近所の人々との交流 家族との団らん 高齢者（65歳以上）世代との交流
90歳代 自分が持っている知識や技術を活かした活動 近所の人々との交流
高齢者（65歳以上）
世代との交流
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ている人が多いと考えられる。また、男女と
もに中央区内外にある他の「老人憩いの家」
も併用していること（男性38 .9％、女性
15.9％）が特徴的であった.
　施設の利用満足度については、「とても満
足」53.3％、「まあ満足」40.5％となってお
り、９割以上の人が満足していることを示し
ている。
Ⅳ　まとめ
　今回のアンケート調査は、新潟市中央区に
ある「老人憩いの家」を利用している高齢者
を対象に実施し、現在介護を必要としない
「元気高齢者」の生きがいや社会参加及び今
後の課題について検討してきた。この調査で
得られたデータは、新潟市にあるすべての
「老人憩いの家」利用者の実情を表している
わけではない。しかし、現在各地区の「老人
憩いの家」を利用している高齢者の特性をあ
る程度反映していると考えられる。「元気高齢
者」の「日常生活状況や生きがい」及び「老
人憩いの家」利用状況等が明らかになったこ
とを踏まえて、これからの「元気高齢者」の
生きがいと社会参加との関わり及び「老人憩
いの家」の今後のあり方を、利用者のニーズ
や地域の実情を考慮したサービスの多様化や
施設運営のための取り組みという視点から検
討していく必要がある。
１．地域内社会資源の活用　
　本調査において、高齢者が「老人憩いの
家」に通うことは元気であることが条件とも
いえる。しかし、日常生活の不安として自分
の健康や病気のことをあげている人が最も多
く、今の健康状態をこれからも維持出来るよ
うに健康管理に関する適切な対応や支援を進
めていく必要がある。「元気高齢者」、特に独
り暮らしの高齢者、近所付き合いがない高齢
者等が家族・親族・友人以外でも、このよう
な健康に関する相談を含め、色々な悩みをい
つでも相談できるように地域に張り巡らされ
ている福祉資源（民生委員、近隣住民、ボラ
ンティア、NPO法人、公共機関等）を活用で
きるよう働きかけることが重要である。今回
の調査で明らかになった現在の生きがいをみ
図５　「老人憩いの家」利用目的・男女別（複数回答）
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ると、回答者の個人的活動等が上位を占める
結果となっており、ボランティア活動、地域
行事や自治会活動、若い世代との交流、障が
いのある人との交流等にはほとんど生きがい
を見出していない傾向がみられた。内閣府
「高齢者の社会参加の促進に関するアンケー
ト調査（NPO調査）」（2005年）によると、
NPO活動に参加している60歳以上の人のボラ
ンティア活動への参加理由（複数回答）とし
ては、「自分自身の生きがいのため」が67.7％
で最も多く、「色々な人と交流できるため」
58.3％、「自分の知識や経験をいかす機会がほ
しかったため」42.6％、「社会やお世話になっ
たことに対する恩返しをしたかったため」
41.4％、「社会との関わりを持っていたいた
め」38.0％の順になっている。一方で、参加し
なかった理由は「きっかけや機会がない」が
最も多かった
6）
。今回の調査対象者も個人的に
生きがいや健康のため、社会的には社会的役
割を果たしたいことで社会参加意欲は高いと
推測できる。しかし、実際にこれらの生きが
いが社会参加に結びつくようなきっかけや機
会が少ないと考えられる。「元気高齢者」の地
域生活において、生きがいを持つことは地域
社会の様々な活動に参加する動機づけとして
大事なことである。現在の個人の生きがいを
尊重しつつ、社会参加ニーズを考慮した上
で、自分の生きがいを土台とした社会活動に
参加できるよう社会資源を活用し、積極的な
働きかけを図ることが重要である。
２．生きがい形成拠点としての「老人憩いの
家」
　今回の調査結果によると、利用者は男性が
若干多く、年齢層では70歳代が最も多かっ
た。また、利用頻度は週に２日以上という人
の割合が非常に高く、入浴を目的として利用
している人が多いことが明らかになった。こ
の調査結果を踏まえて、「元気高齢者」にとっ
て「老人憩いの家」は、地域の中で同じ目的
を持った仲間が集う場であり、身近なところ
にあって気軽に利用でき、また施設に通うこ
と自体が社会参加のひとつになっていると考
えられる。しかし、利用者の多くが定年後社
会活動への参加経験が少なく、家族や親族、
友人以外の人との関係性、地域社会との関係
性が薄い年齢層であることを考えると、現在
の「老人憩いの家」は「元気高齢者」が生き
がいを持ち、充実した地域活動に勤しむこと
ができるような機能と役割を十分に果たして
いるとは言い難い。今後、地域と「元気高齢
者」がつながる大切な空間として活用してい
くためには、施設運営や機能の改善が必要で
ある。そこで、今後の施設運営の改善にあ
たって、現在ボランティア活動、若い世代と
の交流、障がいのある人との交流などに対し
て生きがいをほとんど見出していないことか
ら、若い世代への文化・知識・技術等の伝承
活動などの取り組みが有用である。このよう
な高齢者の活動がもつ意義について、上条秀
元は、「高齢者が自らの社会的な役割を再認識
し、地域における居場所づくりないしは高齢
者のアイデンティティー確立の機会ともなっ
ている
7）
」と述べている。高齢者自身にとって
の意義を考慮した上で、高齢者やその家族、
若い世代、ボランティア等が一緒に参加でき
るような地域活動の場として構築していくこ
とが重要である。「高齢者実態調査」（2010
年）によると、55歳から59歳までの「元気高
齢者」準備段階世代は定年退職等により、
「就労」から「友人との交流」や「趣味の
サークル活動」へ65歳以降の生きがいをシフ
トしようとしている。しかし、地域活動への
参加経験をみると、「参加したことがない」が
45.2％となっている
8）
。このような準備段階世代
に対して、定年退職後のライフステージが職
場から地域社会に変わっていくことを想定
し、65歳以降のライフスタイルにおいて地域
住民との人間関係が広がり、生きがいを持っ
て日常生活の充実感が得られるような社会活
「元気高齢者」の生きがいと社会参加
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動の場を提供する必要がある。 
　最後に、「元気高齢者」と地域全体が互いに
支え合う関係を築いていけるよう、これから
支援を進めていくことが重要である。そのた
めには高齢者の生活実態やニーズを把握し、
高齢者が生きがいを持ちながら健康的な生活
をできるだけ長く送るための生きがい推進施
策を充実させ、今後①情報提供を強化するこ
と、②「元気高齢者」に積極的に参加を呼び
掛けること、③「元気高齢者」が地域活動に
参加しやすい環境を作っていくことが重要で
ある。「老人憩いの家」のあり方については、
利用者のニーズや地域の実情を考慮しなが
ら、今後地域コミュニティの活性化に向けた
多世代間交流の「場」として活用できる取り
組みを工夫する必要があると考えられる。
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